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技術キーワード エネルギー材料、燃料電池、電池材料
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概  要 

研究室では、イオンビーム分析法の一つである反跳粒子検出(ERD)法の低原

子番号の元素分析手法を利用して、材料中を移動する水素、ヘリウム、リチウ

ムの吸収･貯蔵･放出過程を調べ、ナノ粒子挙動のメカニズムを解明している。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

これまで、熱脱離(TDS)法によって材料中の粒子挙動について調べられてき

たが、この手法は破壊測定であり、さらに定性的な評価しかできない。高エネ

ルギーのイオンを用いることで、非破壊的に材料中の粒子濃度を定量的に求め

ることができる。 

本技術の 

有用性 

材料を加熱、イオン照射、電圧を印加しながら、材料中の水素、ヘリウム、

リチウム等の低原子番号の元素挙動をその場で測定することを可能とする。

関連情報 

（図・表・写真等） 

タンデム加速器からの 2.8

MeV のヘリウム(He2+)イオンお

よび 9 MeV の酸素(O4+)イオン

をプローブビームとして用いて、

前方に弾性反跳する水素、ヘリウ

ムおよびリチウムイオンを半導

体検出器により検出することで、

加熱、イオン照射、電流・電圧降

下において材料中の各粒子の深

さに対する濃度分布を定量的に測定することができる。(測定範囲：表面約 1 

µm 以下、測定限界濃度：約 0.1 at%、深さ分解能：約 40 nm) 

適用可能製品 
燃料電池、電池材料、リチウムイオン二次電池、水素生成、水素貯蔵材料 
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■知 的 財 産

■試作品状況

イオンビームを用いた元素分析(反跳粒子検出(ERD)法)

ERDRBS

試料

10° 30°

セラミックス

ヒーター

バリアブルリークバルブ

H2, He

四重極型質量分析計

(Q-mass)

MeV He2+ or O4+タンデム

加速器

試料
ヘリウム、酸素

イオンプローブ
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表面元素濃度測定(約1 µm以下)
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